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●Performance  
ダダへの招待状—岡倉佐由美とともに 
出演：岡倉佐由美（美術家）／柴橋伴夫（美術評論家） 
 
５月 11日（土）14：00～15：00 先着 50名様 
２階特別展示室・３階一原有徳記念ホール内 
 
 
●Artist Talk [第１弾] 本展出品作家 
出演：荒井善則／岡倉佐由美／楢原武正 
 
５月 11日（土）10：00～11：00 先着 50名様 
２階特別展示室内 
 
●Artist Talk [第２弾] 本展出品作家 
出演：阿部典英／佐渡富士夫（尚子）／千葉 豪 
 
６月８日（土）10：00～11：00 先着 50名様 
２階特別展示室内 
 
●Art Lecture 
特別講演 現代に息づくダダの冒険 
講師：柴橋伴夫（美術評論家・本展監修者） 
 
５月 25日（土）14：00～15：30 定員 100名様 
１階研修室 
 
●Museum Concert 
出演：竹形貴之（ギタリスト） 
 
６月 15日（土）14：00～14：40 先着 50名様 
３階一原有徳記念ホール 
※13：00～13：30 担当学芸員による一原有徳作品解説を行います。 
 

ご参加にはご予約・観覧券が必要です。 

電話受付 tel0134-34-0035 ※4 月１日から受付開始 

 
 

 

北海道の前衛が活況を呈した 1980年代に開かれた「SEVEN DADA’S BABY」（柴

橋伴夫企画）には、小樽ゆかりの一原有徳、阿部典英が参加しています。 

開催から 40 年以上が経過した今、あらためて前後の時代を見直し、北海道の前衛美術

家 7人を、柴橋伴夫とともにピックアップし考察します。 

現在もダダは受け継がれているのか、それともどのように変容したのか。 

その意義と与えた影響を再考するものです。 

より深く知るための、関連事業へのご参加をお待ちしております。 

 

2024 5.11SAT～6.30sun 

[休館日] 毎週月曜日 [開館時間] 9：30～17：00（入館は 16：30 まで） 

 

 

一原有徳 XSｂ 1964   

一原有徳 歯車（８） 1964   

７人のアヴァンギャルド 

関連事業 

助成：公益財団法人 朝日新聞文化財団  協賛：市立小樽美術館協力会 


